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は じめに
馬場は,著書 『鬼の研究』(1971)の序文で,
「<鬼とは何か>という命題は, さかのぼるにし
たがいたいへんむずかしく,民俗学的な把握にも
未開の部分を残 している。(中略)。以上のような,
鬼の原像追求のなかに民俗学の一分野を見ること
は,今 日ではすでに常識となったことである」1)
と述べている。 じっさい,われわれが目にする鬼
の研究はほとんどが民俗学の分野で行われたもの
である。そして,民俗学の分野での研究者の主要
な関心事は,鬼の正体一つまり鬼と呼ばれた人た
ちの正体―は何かという点にしばられているよう
に思われる。たとえば若尾 (1981)は,鬼伝説が
のこる地域にはきまって鉱山の跡があるから鬼の
正体は 「金工」であろうと言い2),柳田国男や知
切 (1978)は,斉明七年 (661)ノ月｀一日の夕方,
斉明天皇の葬列を朝倉山の上から見下ろしていた
鬼の正体を 「山人」 としている3,4)。また詩人の
立場から馬場は,上掲の著書のなかで 「そのよう
なかたちで累々と屍を積み,土に帰 したであろう
鬼とは何か。それこそ王朝繁栄の暗黒部に生きた
人びとであり,反体制的破滅者ともいうべき人び
とであった」と述べている。ある特定の鬼の正体
を 「金工」や 「山人」や 「反体制的破滅者」とみ
なす仮説は,その鬼にかんするかぎり,それなり
に説得力があるように思う。 しかし, さまざまな
現れ方をする鬼たちの正体を,すべて 「金工」や
「山人」,あるいは 「反体制的破滅者」として説明
できるはずがなく, このあたりに民俗学的なアプ
ローチの限界があるように思われる。そうした問
題点を意識 してのことであろうか,その名も 「こ
れは F民俗学』ではない」という著書のなかで小
松 (1989)は,民俗学者の折口信夫が鬼を福ばか
りでなく禍をももたらす 「まれびと」の概念に包
摂 したために,鬼も神と同様に両義的な存在とさ
れてしまったことを指摘 している。そして,鬼を
本質的に反社会的 ・反道徳的存在として再定義 し,
善なる神霊の対角に位置する存在としている5)。
しかし,彼の再定義なるものは 「悪鬼」の概念を
あらためて強調 したものにすぎない。たとえば,
この定義は後述する 「都良香に漢詩の対句を教え
た鬼」や 「桜花らんまんの京極殿で 『こばれて匂
3、花桜かな』と朗詠 した鬼」に相応 しくないこと
はいうまでもないであろう。
このように上記の諸説に物足りなさを感 じるの
は,研究者側が事例を一つずつ丁寧に観察 し,考
察するという基本的な姿勢をもたずに,鬼一般を
自己の思い込みに合わせて定義 しているからであ
る。それはせっかく 「鬼とは何か」で始めても,
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論ずるにつれて混乱が深まり,「鬼の正体はやは
り謎のまま」で終わる著述が多いことからも知 ら
れる。
さて,鬼を論ずるとき忘れてならないのは,鬼
はすべて人間の心理の所産であって実体としての
鬼は存在 しないという,疑う余地のない事実であ
る。仮にある鬼が 「金工」であるとしても,その
「金工」を 「鬼」 と感 じたのは,そ う感 じた人間
の心の作用であり,それ以外のなにものでもない
のである。 したがって多様な鬼の振る舞いは,心
理学的 0精神病理学的側面から観察することによっ
て,は じめて鬼が出現 したことの意味が理解でき
るのである。つまり, こでは人びとがどんな心
理的状態の下で鬼を感知 したのか, どのような個
人的 ・環境的状況が人びとをそのような心理的状
態に導いたのか, ということが重要なのである。
人びとが鬼 とみたものが,「金工」 だったのか
「山人」だったのか,それとも 「反体制的破滅者」
だったのかといったことは副次的な問題にすぎな
い。鬼が 「本質的に反社会的 ・反道徳的存在」か
どうかという定義 も必要ではない。そのような予
断的定義は,研究の科学性をそこねるだけのこと
である。
本稿では,できるだけ多くの鬼について事例を
一つずつ丁寧に観察 し,それぞれの鬼の性格を明
らかにしていきたい。手始めに,史実としても有
名な朝倉山の鬼について詳 しく検討するが,その
過程を通 じて筆者の立場がいっそう明白になるで
あろう。
投  影
660年(斉明天皇六年),百済は唐 ・新羅の攻
撃をうけて王城は陥落 し,実質的には滅亡 したが,
その遺臣たちはなおも抵抗をつづけ, 日本に救援
軍の派遣をもとめてきた。翌年 (661)の正月六
日,斉明女帝,中大兄皇子を筆頭に皇族の多 くを
糾合 して大遠征軍が進発,同月十四日,伊予の港,
熟田津 (松山市)に錨を降ろし,石湯行宮 (道後
温泉)に入る。一行はここで 2か月間も逗留する
が,その理由は四国 ・中国地方での兵力動員のた
め6)とも,高齢の女帝の温泉療法のためともいわ
れている。ともかく,熟田津を出帆するときが来
た。全軍の士気を高めるための儀式が行われ,女
帝に代わって額田王が 『万葉集』巻第一にのこる
有名な歌を披露する。
熟田津に船乗りせむと月待てば
潮もかなひぬ今は漕ぎ出でな
(熟田津に停泊 して出航の日のために月明の夜を
待っていると,月も潮も船出に都合がよくなった。
さあ強者よ,今こそ船を漕ぎ出そう)。
「今は漕ぎ出でな」は字余りであるが,かえっ
て大遠征の船出の気分にお、さわしい,勇壮な調べ
を奏でる効果がある。二月二十五日,一行は郷の
大津 (福岡市)に着き,い ったん磐瀬行宮に入る
が,五月九日,天皇は朝倉の橘広庭宮に遷る。
朝倉の地は海から遠 く,福岡県でも東に奥深い
ところなので,西征軍の本営をここに移すのは一
種の退却とみられる。 しかも,橘広庭宮に遷って
からの F日本書紀』の叙述には以前の明るさが影
をひそめ,不吉な事件の記事がめだつようになる。
宮の造営のために朝闇神社の神木を伐ったので,
神のたたりをうけて殿舎が壊れたとか,鬼火が現
れたとかいうのがそれである。女帝の近侍者のな
かには病死する者が少なくなく,七月二十四日に
は斉明天皇自身が崩御された。八月一日の夕方,
その遺骸をはこぶ喪の列を朝倉山の上から大笠を
かぶった鬼が じっと見ていた。そのくだりを 『日
本書紀』巻第二十六斉明紀は,「朝倉山の上に,
鬼ありて,大笠を着て,喪の儀を臨み視る。ひと
びとみな嵯怪 (あやし)ぶ」, と記 している。
柳田は 「山島民諄集 (二)」のなかで,間接的
ではあるがこの鬼について 「(諸国に鬼の足跡と
いう石があるが),その鬼というのはそもそも何
物であるか。これがなかなか面倒な問題である。
朝倉山の山の上にうずくまり笠を被って天皇の葬
儀を観ていたという山人の類であろうか」と記 し
ている3)。この文脈からみて,柳田は朝倉山の鬼
の正体を 「山人」と確信 しているようである。彼
の意見は多 くの民俗学者に支持されており,たと
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えば知切 (1978)は,「中国か朝鮮の移民族 (マ
マ)のアウトローの山の民か,朝廷に服さぬ山の
民の集団か」 とのべている4)。しか し,朝倉山
(現在,麻底良山と呼ばれる)は標高 300メート
ルちかくもあることを考慮 しなければならない。
暮れなずむ朝倉山のぶ、もとをしずしずと行 く葬列
の供人たちが,笠 を被 って山の上にうず くまる
「山人」の姿を鬼と見て,その迫力と不気味さに
圧倒され,「ひとびとみなあや しぶ」 という状態
になるものであろうか。日常の生活経験にてらし
て,ずいぶんと不自然な話である。実際,山人は
見えたとしても芥子粒ほどの大きさにすぎないし,
木立の繁みがあれば―現状から推 して山は雑木に
覆われていたであろう一山人の姿などは見えるは
ずもない。
さすがに国語学者の大野晋,歴史学者の家永三
郎 らは, この鬼の正体は 「山に立ちやすい雷雲で
はないか」と,別の見解を提出している7)。陰暦
八月一日の夕方,刻々と騎りをぶゝか くしてゆく山
の端に,葬列を見下ろす不気味なものが出現 ・・・
先入観をもたずに,そ うした状況を想像すると,
自然に 「(鬼を想いおこさせるような)雷雲」が
心眼に映 じて くるのではないであろうか。「山人
説」 とはちがって,「雷雲説」にはそれほど無理
が感 じられない。
しかし,ひるがえって考えてみると,鬼が 「山
人か,それとも雷雲か」ということ自体,問題の
本質から遠 く離れていることに気がつ く。ほんら
い,鬼は想像の産物であり,鬼をそこに見いだす
人の主観的な存在である。 しかも,朝倉山の鬼は
一人や二人の目に映ったのではなく,斉明天皇の
葬列に加わった多数の人びとによって目撃され,
それを伝えきいた人びとがみな 「さもありなん」
とうなずいたはずなのである。「鬼の出現」が正
史である 『日本書紀』に収録されたのはそういう
状態を意味する。 したがって,「山人」にせよ,
「雷雲」にせよ,人びとが 「なぜ くそれ〉を鬼と
見てしまったのか」という心の問題に迫るのでな
ければ意味がない。その道理をわきまえず,いた
ずらに柳田の山人説に従 うと,「何の目的で御大
葬の行列を見て歩いたのか解 らないが, この有形
の鬼の行動は,何もしないだけに今一つ不気味な
ところがある」4)と,結局, 自説の意味づけに窮
してしまうのである。
この問題を解決するためのヒントは,ほかなら
ぬ 『日本書紀』斉明紀のなかにある。蘇我赤兄が
有馬皇子に,「天皇には三つの失政がある。①大
きな倉庫をたてて,租税をためこんだこと,②長
大な水路を堀り,血税を浪費 したこと,③石を舟
で運び,石積みの丘を造ったこと」と説き,謀叛
をそそのかしたことがある。赤兄の指摘 した天皇
の事跡はいずれも事実であった一じっさい奈良県
明日香村教育委員会は,平成四年 (1992)五月に
斉明女帝 (在位655～661)が岡本の宮の東の山に
作った石垣,平成十二年 (2000)五月には同村岡
の酒船石遺跡北側で斉明朝の饗宴施設の一部とみ
られる 「亀石」と石組みの広場遺構,平成十二年
(2001)十一月には同村の飛鳥宮ノ下遺跡で 「狂
心の渠 (たぶれごころのみぞ)」の一部とみられ
る溝跡,がそれぞれ出土 したと公表 しており,土
木工事が好きな斉明女帝の姿が考古学的にも実証
されている一。これらの出費に追い討ちをかける
かのような百済への大軍の遠征計画である。財政
の窮乏は限界をはるかにこえていた。 しかも,中
大兄皇子をはじめ全皇族を糾合 して自ら出陣 した
天皇は,朝倉に行宮をたてるために朝闇神社の神
木まで伐採 したので,土地の住民感情をいたく傷
つけてしまった。その直後の急逝である。葬列に
加わった人びとのうちには,かねて天皇の政治に
疑間を感 じていたものも多くいたはずである。蘇
我赤兄の指摘 した過酷な課税と労役,それに軍人
や防人としての徴用が重 く生活を圧迫 している。
土地の住民の圧 し殺 した怨念 も黒い潮のように寄
せてくる。そのような状況下で葬列が動きだした
のである。葬列が朝倉山のふもとにさしかかった
とき,山の上に下界を眸晩するかのように雷雲が
立ちのぼっていた。ロールシャッハ ・テス トのイ
ンク・ブロット (インクの染み)に, しばしば被
検者本人さえ気づいていないような深層心理が投
影されることがあるが,朝倉山に立った雷雲は期
説話 の精神病理学
せずしてインク ・ブロットのはたらきをすること
になった。頭上に目をむけた供人たちは,天皇の
遺骸とそれを運ぶ自分たちの行動を 「鬼が見下ろ
している」と実感 したのである。黙ったまま葬列
を凝視する鬼の不気味さについては, これ以上の
説明は要 らないであろう。
心から鬼とも見ゆる雲の峰
小林一茶8)
『日本書紀』の編纂にさいして, ときの権力者
は自分たちの都合にあわせて,ほ しいままに事実
を改変 したはずである。 しか し彼 らは,「朝倉山
の鬼」が苛政にたいするうっ積 した民衆の怨念の
投影であることに気づかなかった。 したがって後
世の歴史家にとっては幸いなことに, この鬼の出
現にかんする記述は単純な事実として無修正のま
ま後世に伝えられることになったのである。
葬列を見おろす朝倉山の鬼は,民衆の怨念が意
識下の心理機制によって雷雲に投影されたもので
あった。このように投影は,客観的現実を主観的
に歪曲する機制であり,恐怖や妄想の形成に関係
が深い無意識的な防衛機制とされている9)。
インスピレーション
都良香 (834～879)は菅原道真 (845～903)の
官吏登用試験のさいには試験官をつとめたほどの
秀才であり,特に漢詩にかけては自他ともにゆる
す天才といわれていた。 また,彼 はみずか らを
「天下の狂人」 と称 して,後年,仙にはいったと
いわれるほどの人物である (『本朝神仙伝』都良
香伝)。『十訓抄』下十ノ六には,次のような神秘
体験の説話が残されている。
あるとき,良香は 「気番 レテ,風新柳ノ髪 ヲ杭
ズル」という一句を得たけれども, どうしてもそ
の対句がでてこない。案 じ暮 らした夕暮れ,その
句を吟 じながら羅生門の下を通るときも,やはり
対句がうかばず絶句 した……と,羅生門の楼上で,
その後をうけて声高らかに,
氷消ヘテハ,波旧苔ノ髪ヲ洗フ
と付けた者がある。はっとして見あげたが,影 も
形 もない。ほどなく御所で道真と同席 したとき,
その詩を披露すると,道真は小さく吟じてみて,
「この第一句には,貴兄の詩才が躍動 しています
が,対句のほうには神韻がある。後の句は鬼神が
付けてくれたのでしょう。羅生門あたりの鬼です
か」,と言った。良香が菅公をただびとではなく,
神人の権化であると知ったのはこのときからであ
るといわれる。詩の意味は 「陽光はうららかに,
風は芽吹いたばかりの柳の枝をそよがす,ま るで
美人の髪をくしけずるように。池の氷は消えて水
辺の苔がさざ波にゆれ動 く,去年からの古い髪を
波が洗っているように」, といったところである。
ここで,都良香が教えをうけたという 「羅生門
の鬼の付け句」の本質はなにか, という問題を考
えてみたい。彼には鬼の声が<聞こえた>のであ
るが,状況からみてその体験は錯覚や幻覚 (幻聴)
ではなく,イ ンスピレーションと考えられる。イ
ンスピレーションの原義は 「空気を吸うこと」で
あるが,それが転 じて息を吸い込むように 「労せ
ず して外界から着想が入りこんでくること」をい
うようになった。 しかし, このインスピレーショ
ンが作用する過程には,
①課題にとりくんで努力する期間,
②課題が少 しずつ解けかけているが,それをはっ
きりと自覚できない期間,
③インスピレー ションを呼びこむきっかけ,
があると考えられる。たとえば, アインシュタイ
ンは相対性原理の論文を神の啓示を受けたかのよ
うに 1カ月ほどで書きあげたといわれるが,それ
以前の 7年間はもっぱら光の速度の問題について
考えつづけていたのである。「香厳撃竹」の逸話
で名高い中国の禅僧香厳のばあいは,師家に課さ
れた公案 「未生已前」の一句がどうしても解けな
い。そこで意を決して経典を全部焼いて山に入り,
庵をむすんで独りで修行をしていたが,ある日,
道を掃除 しているとき偶然にとんだ瓦の破片が竹
を撃ち,その響きにこつぜんとして大悟徹底 した
という10)。
このように,ねばり強い努力をつづけていると,
眠っているときや他の作業をしているときに,無
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意識のうちに課題解決への糸口がたぐりよせられ,
お、とした誘発刺激によって新 しい着想が閃光のよ
うに意識化される瞬間が訪れる。この最終段階が
インスピレーションで,そ の心的メカニズムは
『管子』巻第十三 (心術下第二十七)の一句に,
「之 ヲ思 ヒ之 ヲ思フ,之 ヲ思 ヒテ得ザレバ,鬼神
之ヲ教フ。鬼神ノカニアラザルナリ。ソノ精気ノ
極ナリ」11)と描写されているが, これをそのまま
現代の科学的見解としてよいであろう。芸術家の
ばあいは,同 じような体験がいっそう劇的に感得
されることがあるという。ニーチェはジェノヴァ
での散歩の途中,突然に忘我の状態になった。同
時にイメージが有無をいわさずに襲いかかり,ま
たたく間に 『ツァラトゥス トラ』の全容ができあ
がったという。多 くの芸術家は,そのようなイン
スピレーションを自分の力で手にいれたとするよ
りも,啓示として何者かにあたえられたと表現す
ることが多いようである。たしかに,偉大な芸術
のインスピレーションはその芸術家の個人的人格
を超えてあるもので,人格はその表現の媒体にす
ぎないのか もしれない。写真家土門拳のことば
「いい写真というものは,写 したのではなくて,
写ったのである。計算を踏みはずした時にだけ,
そういういい写真が出来る。ぼくはそれを,鬼が
手伝った写真と言っている」12)は,そ ぅした機縁
をうがちえて妙である。
宗教的体験には憑依 。脱魂や幻覚といった病的
なものが少なくないが,香厳撃竹のようにインス
ピレーションの作用とみられるものは特に尊重さ
れねばならない。前者の体験は人格の解離反応の
副産物であるのに対 して,後者では修行者の自己
同一性が常に保たれているのであり, したがって
その体験は清明な意識状態において獲得する求道
の成果である。「施身聞偶」や 「雪山成道」 とし
てしられる,釈迦成道にまつわる伝説は,求道者
釈迦が悟りを開いたときの心のはたらきがインス
ピレーションであったことをものがたっている。
「涅槃経」十四によると,釈迦はいわゆる<過去
世>で雪山 (ヒマラヤ山脈)において修行 し,悟
りを開き成道 したとされている13)。
雪山で一童子 (後の釈迦)が修行中,帝釈天が
修行中の童子を試そうとして羅刹鬼となって近づ
いた。童子は羅刹が唱えた 「諸行無常,是生滅法」
という,偶の半分を聞いて歓喜 し,残 りの半分を
聞こうとしたが,羅栞1は「飢えて力がないため,
言うことができない,食物をくれれば教えよう」
と言う。童子は 「食物はないから,代わりにこの
身をあげよう」と約束 し,残 りの 「生滅滅己,寂
滅為楽」を教えられた。童子はその句をかたわら
の樹に書きつけ,衣服を木にかけて谷に身をなげ
たが,羅栞1は帝釈天に返り,童子を助けて礼拝 し
た。
カピラ城の王子として,なんの不自由もない日
常のうちに青年期をすごしたゴータマ ・シッダー
ルタは, しだいに人生の根源にひそむ苦の問題に
思いを深めていった。そして,苦の本質の追究と
その解放である解脱を希求 して,二十九歳のとき,
何もかもうち捨ててきびしい修行生活にはいった。
6年後,ブッダガヤの菩提樹の下で悟りをひらき,
「ブッダ」,すなわち 「悟った人」となったといわ
れている。 したがって,釈迦が<過去世>におい
て雪山で修行 したという物語は,真理探究のため
には命を惜 しまぬという求道の神髄を大衆に説 く
ために創作されたものであろう。同じ境地として
は 『論語』(里仁)の 「朝に道を聞かば夕べに死
すとも可なり」が広くしられているが, ゴータマ ・
シッダールタの 「捨身供養」という鮮烈な垂範は
人びとの心のうちに深い感動と尊崇の念をもって
うけいれられた。法隆寺の玉虫厨子の 「施身聞掲
図」はこの物語を描いたものである。
釈迦が鬼に教えてもらった一つまり,長年の苦
行がみのり,イ ンスピレーションのかたちで悟り
を開いて自得 した一 「偶」は 「諸行無常偶」ある
もヽは 「雪山偶」 という。おおよそ,「もろもろの
つ くられたものは無常である。これは生 じては滅
するものである。生 じては滅 し,滅 し已って,そ
れらの静まることが安楽である」という意味で,
「いろは歌」にはこの四句がうまく詠みこまれて
いる。
説話 の精神病理学
色は匂へど散りぬるを (諸行無常),
わが世たれぞ常ならむ (是生滅法),
有為の奥山け=越ゝえて (生滅滅己),
浅き夢みじ酔ひもせず (寂滅為楽)。
潜在する記憶
意識のうえでは完全に忘れ去っている過去の記
憶が, とつ じょとして蘇ることがある。本人はそ
ういう体験の処理にとまどい,声が聞こえてきた
かのように感 じることがある。次の事例がそれで
ある。
上東門院彰子が京極殿にいて,南面の桜が見事
に咲いたのをみていると,正面の階隠 しのあたり
に,気高い声で 「こばれて匂ふ花桜かな」と朗詠
するのが聞こえた。院は 「何者がいうのであろう
か」と,御簾のうちから眺めたが人の気配はない。
人びとを呼び探させたが,あたりいったい人影は
ない。「鬼であろうか」 と院は驚き,関白頼通に
「こんなことが」と告げると,「なぜかその声はちょ
いちょい聞こえますな」, との答え。院はいよい
よ恐れてそのあたりへ近寄 らなかったという。こ
の鬼は,
あさみどり野辺のかすみはつつむとも
こばれて匂ふ花桜かな
という歌を知っていたのに違いない。(『今昔物語
集』巻第二十七)。
上東門院は,以前にどこかで見聞きはしたが,
とっくの音に意識下にしまい忘れてしまっていた
「あさみどり……」の和歌の下の句が, きれいな
桜に誘われて彼女の意識野に不意に再生されたの
で,一瞬,何者かの声が聞こえたかのような気が
したのである。 したがって, この心的機制は外形
的にはインスピレーションに似ているが,実体は
記憶の単純な再生にすぎず創造性が欠如 している
ので,イ ンピレーションとはまったく異質なもの
である。同様に,富山大学のブラジル人留学生セ
ルジオ君は,「日本人と話 していると, 自分が知
らないはずの単語が口からとび出すことがある」,
と筆者の前で首をかしげたことがある。 しか し彼
には五歳になるまで富山県氷見市で養育されたと
いう生活史があるから, この間に獲得 した多数の
単語が意識下に蓄えられているはずであり,それ
らが日本人との会話の流れに誘われて不意に口か
らほとばしり出たのであろう。このセルジオ君の
体験は上東門院のそれと同一の心理機制 (意識下
の記憶の突然で意図的ではない再生)によるもの
であり,インスピレーションではない。
解離 ヒステ リー
日本の鬼がもっともいきいきと活動 したのは,
平安時代,特に摂関政治のころである。華やかな
平安王朝,その舞台裏には多彩な鬼の跳梁があっ
たが,次の説話は内容がユニークかつショッキン
グであるために古 くから人びとによく知 られてい
る。
文徳天皇の后明子は藤原良房の一粒種で,良房
の邸宅 「染殿」にいたので染殿の后とよばれてい
た。彼女は嘉祥三年 (850)に惟仁親王 (清和天
皇)を産み, この年,文徳天皇の即位にともなっ
て女御になった。天安二年 (858)に文徳天皇は
崩御,清和天皇が史上最年少の九歳で即位すると,
今上は未だ幼少という理由で,外祖父良房は人臣
の身で初の摂政になり,以後の政治を菫断するこ
とになる。良房にとって,明子はかわいい娘であ
ると同時に,藤原北家政権確立のための貴重な持
ち駒でもあった。
良房父娘のゆくては順風満帆にみえたが,その
じつ,明子は心を病んでおり, しかもその臨床症
状が鬼に悩乱されるというショッキングなもので
あった。貴顕第一等の女性が演 じる見苦 しい姿を
見て,内心では快哉を叫んだ人びとが大勢いた。
このときとばかり,彼 らは噂に尾ひれをつけ加え
てゆく。后が鬼に悩乱された話というのはこうで
ある :染殿の后は物の怪に悩まされ,多 くの僧に
祈 らせたが効果がなかった。 しかし,金剛山の聖
人が祈祷によって侍女に憑いていた狐をとらえた。
ところが,そのまま滞在するうちに,聖人は帳の
隙間から后の美 しい薄着姿を見て自制心を失い,
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后を犯そうとして捕 らえられ,獄につながれた。
放免されて山に帰った聖人は,思いを遂げるため
に絶食 して死に,鬼となって后の帳の側に来た。
鬼が来るたびに后は正気を失い,鬼を帳に入れて
同会なさる。その後,祈祷が功を奏 して,后の状
態が回復 したので,天皇は染殿へ行幸された。そ
こへ例の鬼が現れた。后は鬼とお、せり,だれはば
かることなく見苦 しい行為をなさる。天皇は途方
にくれ,嘆き悲 しみながらお帰りになった。(『今
昔物語集』巻第二十)。
この説話を伝える書はほかにもいくつかある。
そのうち 『今昔物語集』や 『善家秘記』は,鬼と
なって后を惑乱 した聖人の名前をあかしていない
が,F宝物集』 (平安末期～鎌倉初期成立)で は
「紺青鬼になった柿本紀僧正真済」,『古事談』(鎌
倉初期成立)では 「天狗と化 した紀僧正真済」と,
鬼と天狗の違いはあるにせよ,その前身が紀僧正
真済ということでは一致 している。そして時代が
下るにつれて 「真済=紺青鬼」というイメージが
固定 してゆくが,その経過は民衆の目を通 した摂
関時代の皇位継承のありさまを反映 していて興味
深い。
真済が紺青鬼になった本当の理由は権力争いに
まきこまれたから, という見方が有力である。文
徳天皇には紀名虎の娘静子が産んだ惟喬親王があ
り,天皇はこの親王に皇位をゆずることを望んで
いた。 しかし太政大臣藤原良房は,染殿の后が産
んだ生後九ケ月の惟仁親王を強引に皇太子にした
のである。そして,文徳天皇は三十二歳の若さで
とつぜんに崩 じ,惟仁親王は九歳で即位 (清和天
皇)することになる。
惟喬親王と惟仁親王との凄惨な皇位争いを講談
調に描いた話が,F平家物語』巷第八名虎に記載
されている :惟喬皇子は帝の寵愛篤 く,惟仁皇子
は母方藤原氏の勢威を後楯として, ともに皇位継
承者の条件をそなえていた。そこでどちらが皇位
に即 くべきかの選定は人意的に決すべきではない
として,競馬と相撲の勝敗に賭けることになった。
勝利祈願のために,惟喬側では紀の僧正真済,惟
仁側では恵亮和尚に祈祷を命 じた。競馬の十番勝
負では,初めの四番は惟喬側が勝った。そこで惟
仁側は一計を案 じて 「恵亮が死んだ」という噂を
流 した。案の定,真済の心に緩みが生 じたので,
後の六番は惟仁側の勝ちになった。相撲に移って,
惟喬側からは名虎の右兵衛督という巨漢が,惟仁
側からは,能雄の少将という小兵が選ばれた。惟
仁側の敗色濃厚という報を受けて憤然とした恵亮
和尚は独鈷で自分の脳髄を突き砕き,脳をとって
炉壇にくべて激 しく祈ったので形勢が逆転 し,能
雄が勝利をおさめた。こうして惟仁親王の皇位継
承がきまったというのであるが,話ができすぎて
いるのは,聴衆を魅了するために語り手の琵琶法
師たちがあれこれ手を加えた結果とみてよいであ
ろう。琵琶法師が聴衆から揚げ銭を稼 ぐための作
り話はそれなりに面白いが,それでも 「良房 ・惟
仁 ・染殿の后 ・恵亮 (天台)」派が 「文徳 ・惟喬 0
紀静子 ・真済 (真言)」派を腕力でねじお、せたと
いう印象は拭えきれず, したがって,判官びいき
の世論が敗者側に同情をよせるようになるのも自
然のなりゆきであろう。「良房に望みを絶たれた
惟喬親王派の真済はさぞ心残りだったろう」とい
う人びとの推測がス トーリーを育み,時の流れが
「后を悩乱させた,あの鬼の前身は真済なのだ」
という伝承を確固たるものにした。南北朝のころ
成立 した 『源平盛衰記』には,すでに 「柿本紀僧
正 (真済),御修法のついでに思ひを懸け奉つり,
紺青鬼と変 じて,御身 (染殿の后)に近づきたり
けん」とあり, この伝承が事実として定着 した観
がある。
この伝承の発端になった 「染殿の后と鬼との交
渉」の実態は,后の精神症状にほかならない。そ
の臨床像は意識変容をともなう夢幻様の体験であ
り,病名は解離性 (転換性)障害である14)。解離
性障害では,3だゝんは意識の深層に封 じこめられ
ている本能的欲求や願望が, しばしば理性による
チェックを素通りして,露骨に表出される。染殿
の后のばあい,症状は彼女のフラス トレーション
が 「鬼との交渉」というかたちで表現された。明
子の人生は, もっぱら父良房と義弟基経の権勢の
説話 の精神病理学
拡張に利用されるためにあった。三十歳という若
さで文徳天皇に死別 し,皇太后として後宮に長 く
禁欲的で不自由な生涯を強いられたのであるから,
ストレスもなみ大抵のものではなかったであろう。
後宮という外目の華やかな生活とは裏腹に,染殿
の后明子は心を病んでおり,それが 「鬼との交渉」
という臨床的病態となって表出されたのである。
合 理 化
藤原高子 (842～910)は染殿の后 (明子)のい
とこにあたり,後 に明子の産んだ清和天皇の后
(二条の后)になる。『伊勢物語』には,高子が入
内する前のできごととして,彼女と在原業平との
道行が,後世,人口に檜実された 「鬼一口」の話
として載っている。
美男の総代である業平 (825～880)は,平城天
皇の皇子阿保親王を父親,桓武天皇の皇女伊都内
親王を母親とする皇族である。平城天皇は大同四
年 (809)に弟の嵯峨天皇に譲位 したが,その後,
両者の間に争い 「薬子の乱」(810年)が起きた。
この事件の結果,平城天皇の第二皇子高岳親王は
皇太子を廃され,親王の兄宮にあたる阿保親王は
太宰府に流された。帰京を許された後,子供たち
の行 く末を案 じた阿保親王の願い出によって,行
平と業平 (行平は業平の異母兄)は皇籍を離れ,
在原姓を賜り臣籍に下った。その結果 「業平王」
は 「ただ人の在原業平」になったのである。
業平は,高嶺の花だった女をようやく奪い,闇
にまぎれて京を逃げだした。芥河まできたとき,
女は深窓の姫君 らしく草の上の露を見て 「あれは
何」と聞く。折から雷雨が激 しくなってきたので,
女を蔵に入れ, 自分は戸口を守っていたが,鬼が
現れて女を一口に喰ってしまった。女の悲鳴も雷
鳴にかき消されて聞こえなかった。業平は歌を詠
み,足ずりをして嘆く。
白玉かなにぞと人の問ひしとき
露と答えて消えなましものを
これに続けて 『伊勢物語』は 「この話は高子が
まだ若 く,入内なさる前のことだった。彼女の兄
の藤原基経 (836～891)と国経は,当時まだ官位
が低かったが,出仕の途中にひどく泣いている人
がいるのを聞きつけ,男が連れていくのを引きと
どめて,彼女をとりかえしたのだ。それをこのよ
うに鬼といったのさ (それをかく鬼とはいふなり
けり)」と,注釈をくわえている。ただ人の業平
は, みずか ら 「身を用なきものに思ひな して」
(『伊勢物語』九段)いるほど力が無いので,良房
の命令で高子をとりかえしに来た基経たちの公権
力の実力行使にはとうてい対抗できない。結局,
「あれは鬼の しわざだったのだ」 と自分自身を納
得させ,わが身の3、がいなさを合理化するしかな
かった, というのである。
良房とその子の基経にしてみれば,高子は惟仁
親王 (後の清和天皇)の后候補として自家の権勢
をのばすための持ち駒である。斜陽貴族の業平ご
ときに盗まれてはならない。彼 らにとっては当然
の措置であったろうから,『伊勢物語』 も 「高子
は鬼に食われたのだ」といったんはフィクション
めかしてはみたものの,す ぐ後で 「じつは彼女の
兄たちがつれ去ったのだ」と, ことの真相を明か
している。それにしても,平安初期という時代を
思うとき, この事件がつくりごとであろうがなか
ろうが,「鬼」の解釈の合理性には驚かざるをえ
ない。なお,史実によれば,高子が清和天皇の女
御になったのは貞観八年 (866)十二月二十七日,
高子が二十五歳のときである。
「昔,男ありけり」で始まる詩的小話を集めた
『伊勢物語』は,全体をつうじて, この男が物語
の主人公とみられている。そして, この優美な歌
物語の主人公にお、さわしいモデルとしては,容姿
端麗で恋の和歌を巧みに詠む落塊の貴公子,在原
業平をおいて他にない。当時,政治の中枢を外れ
たか,外されたかした貴族のなかには才能に恵ま
れた文化人が多 く,彼 らの集いには文芸サロンの
香気が漂っていた。そんな彼 らの目には,「その
心余りて,詞たらず。 しばめる花の色なくて匂ひ
残れるがごとし」(『古今和歌集』仮名序)と評さ
れた業平の歌は,王朝版 「ロミオとジュリエット」
の創作にうってつけの素材となって映ったであろ
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う。シェークスピア初期の名作 「ロミオとジュリ
エット」はイタリアの名門モンタギュー家の子息
ロミオと仇敵キャピュレット家の娘ジュリエット
との悲恋物語であるが,平安王朝のジュリエット
役には北家藤原氏の高子がぴたりとはまる。こう
して業平と高子をめぐる恋の葛藤は,『伊勢物語』
のいくつもの章段を彩ることになり,色とりどり
の花籠をつらねたような歌物語の傑作へと昇華 し
ていったのである。
さて,その後の業平が美男の歌人として虚実な
いまぜの女性遍歴と伝説の衣を過剰に着せられて,
こんにちに及んでいることは周知の事実である。
いっぽう,高子は清和天皇皇子の貞明親王を産み,
元慶元年 (877),親王即位 (陽成天皇)の後に皇
太后となった。ところが僧善祐と通 じたという理
由で寛平八年 (896)|こ廃后の処分をうけ,善祐
は伊豆国講師に左遷された。高子が洛東白河の地
に東光寺を建立 したことで両者が接近 したといわ
れている。高子の側に,藤原一族の権勢拡大のた
めに利用され, 自由な生き方を封殺された一鬼に
食われた一という思いがあり,それが不祥事の誘
因になったのではないか,日さがない世間はそう
噂をした。「業平との恋」や 「鬼一口」の説話に
はそのような要素 も加味されているであろう。
『伊勢物語』を,藤原氏の権力欲に翻弄された人々
のための鎮魂の歌物語とみることもできそうであ
る。
デ  マ
清和 ・陽成 0光孝三帝の治世 (858～87)を記
録 した正史 『三代実録』は延喜元年 (901)に成
立 した。その仁和三年 (887)八月十七日の条に次
の記事がある。
仁和三年八月十七日の夜,武徳殿の松原を二人
の美女が内裏の方へ歩いていると,松の下から男
がひとり出てきて女のひとりを引き止め,手をとっ
て話 し始めた。あとの女ふたりは待っていたが,
なかなか戻って来ない。そのうちに話 し声 も聞こ
えなくなったので,そばまで行ってよく見ると,
女の手足がばらばらになって落ちていた。首 も胴
もない。報せをうけた衛門府の者たちが行ってみ
ると,死体は消えていた。人びとは 「鬼が人に化
けて女を食ったのだ」と言いあった。
仁和三年は五十八歳で光孝天皇が崩御 した年で
ある。第五十八代光孝天皇は五十五歳という高齢
で即位 したが,それにはわけがあった。清和天皇
の后高子が産んだ陽成天皇はひととなりが帝位に
お、さわしくなく,元慶八年 (884)に退位する。
皇位継承者選びは難航 したが,陽成上皇からみれ
ば曾祖父にあたる仁明天皇の第四皇子時康親王
(即位 して,光孝天皇)に きまった。その光孝天
皇の最終年の八月に上掲の噂が流れ出たのである。
同じ話は 『今昔物語集』や 『古今著聞集』にも
載っているが,内容は女が鬼に食われた<猟奇的
な>事件として興味本位にあつかわれている。そ
の点,『三代実録』はさすがに正史としての冷静
さを保っており,話の顛末を次のように続ける :
その翌日,転経の修法のために諸寺から百人の名
僧を招請 したが,僧たちは深夜に騒動の声を聞き,
我さきに部屋の外へとびだした。まもなく鎮静 し
たが,自分たちの行動を自覚していた者はいなかっ
た。ものに心をたら (証)されたのだろう,と彼
らは口ぐちに言いあった。この月に,宮中と京都
にこうした根も葉もないデマ (不根の妖語)が三
十六種も流されたので,それらを詳細に記すこと
はできない, と。
『三代実録』は,女が鬼に食われた<事件>を
「不根の妖語」,つまり 「デマ」の一語で切って捨
てる。『伊勢物語』六段には 「鬼一口」を権力の
発動とする解釈が付されていたが,平安時代の初
期においても,我々は随所にこのような合理的思
考の存在を確かめることができる。むしろ問題は,
半月の間にこの種のデマが三十六 も発生するとい
う異常事態のほうにある。『三代実録』によると,
この年は諸国に大地震があり,伊豆には新島が出
現 した。七月二十日には五畿内六道を襲った大震
災で宮殿や民家が倒壊,津波も発生 し,圧死,溺
死を8、くむ大勢の犠牲者がでるという大惨事になっ
た。その後も強い余震が八月半ばまで連日のよう
説話 の精神病理学
に続き,多 くの死体が街角や川原に放置されて犬
やカラスに食いあらされるままになっていた。武
徳殿の松原で<鬼に食われた>女の手足が落ちて
いたというのも,野良犬がくわえてきた死体の一
部ではなかったろうか。そのうえ大震災にはデマ
がつきものである。大正十二年九月一日の関東大
震災のとき,デマによつて朝鮮人虐殺という惨劇
が発生 したことは,あまりにも有名である。
天災ばかりではない,平安初期の社会は律令制
崩壊の危機にひんしていた。律令制の国家財政は
戸籍や計帳に登録された一定年齢の男子 (課丁)
の課役に依存 していたが,人びとはこの過酷な課
役をさける方法をいろいろとあみだした。その結
果,三善清行の 「意見封事十二箇条」には 「備中
の運磨郷では,天平神護年間 (765～767)に1,900
余人いた課丁が,貞観年間 (859～877)に70余人,
延喜十一年1(911)にはひとりもいなくなった」15)
とある (坂本 1974)。政府は律令制支配を転換 し
ないかぎり,国政を維持できなくなっていたので
ある。そこへ大震災が追いうちをかける。時の政
府はこうした社会不安をあおる 「不根の妖語」を
鎮めようと名僧を集めて祈祷をさせたが,肝心の
名僧たちが深夜の集団幻覚におびえて右往左往す
る始末で,これでは効果が期待できるはずもなかっ
た。
集団 ヒステー
『古今著聞集』には,「武徳殿の松原で女を食っ
た鬼の話」を筆頭に,当時の一連のデマや集団幻
覚の事例が 6つも並べて収載されている。そのう
ちの2例を紹介 しよう。
延長八年 (930)六月,宇多院の身辺警護官が,
三位と五位の公卿が人に松明を持たせて右近の陣
に入るところをみかけた。 しかし現実には,それ
に該当する者たちが陣中に存在 しなかったので,
人びとは鬼の仕業かと怖がった。(『古今著聞集』
巻第十七)
天慶八年 (945)八月の夜,内裏の宣陽門と建
春門の間に,馬 2万頭ばかりの音がした。内裏諸
門の警備員がみなそれを聞いた。はじめは馬のひ
びきだったが後には数百の人の話 し声が聞こえた。
5日後の朝にまた,紫震殿の左近の桜の下から永
安門まで,鬼の足跡と馬の足跡がいっぱいあった。
昔はこうしたことがよくあったという。(『古今著
聞集』巻第十七)
これらの説話は,だれかが体験 した幻視 「公卿
を見る」,幻聴 「馬のひびきや人の声を聞く」,あ
るいは錯視 「人馬の足跡を鬼のものと思いこむ」
が巷間に噂となって流布 し,記録されたものであ
る。このように,短時日のうちに精神感染がおこっ
て,集団が幻覚を共有するような病理現象は,一
般に集団 ヒステリーといわれる。集団 ヒステリー
は,現在でも精神構造が未熟で,知的 ・情緒的に
似かよった人たちの間にしばしば発生する。こう
した人たちはもともと被暗示性が克進 しており,
自我意識の確立がじゅうぶんではないので同一視
の機制が働きやすく,仲間の言動や病者の症状を
とりこんでたやすく精神感染をおこしてしまうの
である (中村 1980)“)。しかし,集団 ヒステリー
の発生と転帰は,個体的要因よりも社会 0文化的
要因のほうに大きく影響される。迷信が支配する
未開社会では精神感染は日常茶飯事であるし,顕
在的恐怖にさらされ (Parin 1948)17),ぁるいは
潜在的不安の浸透す る社会 (」ohnson 1945;
」acobs 1965)18,19)ではささいなきっかけで集団
ヒステリーが発生することはよく知 られている。
そういう意味では,自我の確立が不十分という個
体の条件,迷信が支配する生活環境,種々の社会
不安など,平安時代は集団 ヒステリーやデマの発
生と伝播のための格好の培地であったといってよ
いであろう。
錯  覚
後世,「延喜 ・天暦の治」 とあがめられるよう
に,第六十代醍醐 (在位 897～930),第六十二代
村上 (在位 946～967)両天皇の善政はたいへん名
高い。醍醐天皇は,大寒の夜に諸国の民百姓はど
んなに寒い思いをしているだろうか, と衣を脱い
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で投げ出すなど,王道聖主のあるべき姿を身をもっ
て示されたという (『大鏡』,『十訓抄』 ほか)。
『大鏡』は 「もろこしには尭 ・舜の帝 と申し, こ
の国には延喜 0天暦とこそは申すめれ」と讃えて
いる。 したがって,延喜から天暦にかけて鬼がし
きりに内裏深 く進入するというのは,奇妙な話で
あるが (「延喜 ・天暦の治」の観念は十世紀後半
に生まれるが,それは受領任官希望の申請書 (申
文)か ら出た。中下級貴族の抱 く現実への不満が,
延喜 ・天暦時代を人事が公正に行われていた聖代
と幻想的に美化する思いを生んだのが真相らしい)20),
ともあれその実態を観察するとしよう。まず 『大
鏡』忠平伝から,藤原忠平が紫震殿 (南殿ともい
う)で鬼に襲われた事件をとりあげたい。
忠平の屋敷には宗像明神が祀ってあり, この明
神は忠平には実際に話をされた。あるとき明神が
「自分よりお前の位が高いのは苦痛だ」 と仰せ ら
れたので,忠平はその神位を高めることを朝廷に
奏請 した (前段)。延喜,朱雀院の御代のこと。
忠平は宣旨を承って,その趣旨を執行すべ く陣座
に行 く途中,南殿の御帳の後ろにものの気配が し
て,太刀の鞘の先をむんずと捉えられた。奇妙な
ことだと思い,触 ってみるとその手には毛がむく
む くと生え,爪 は長 くて刀の刃のようである。
「鬼だ」 と恐ろしかったが,意 を決 して 「公の宣
旨をうけたまわって議定におもむく者を捕まえる
のは何者か。手を放さないと身のためにならぬぞ」
と言い,太刀を抜 くと,鬼はうろたえて手を放 し
て艮 (東北)の方向に逃げ去った (後段)。
忠平 (880～949)は基経の四男で,二十歳のと
き兄時平の死によって嫡家を継いだ。そして妹穏
子を后とする醍醐天皇の政務を補佐 し,穏子が産
んだ朱雀天皇が即位すると,摂政,関白と,朱雀 ・
村上両朝を通 じて政治の枢機を占めた。その第六
十一代朱雀帝 (在位 930～946)の時代,摂関政
治の周縁には貧寒とした民百姓の暮 らしと貪欲な
受領たちの領地争いがあり,そのきわみとして平
将門と藤原純友が公然と朝廷に反抗する,承平天
慶の乱が起こったりした。一連の事件は律令制度
の崩壊を象徴するもので,内裏の奥深 くまでおよ
ぶ鬼の跳梁は上下公卿の気のゆるみを反映してい
る。
さて,忠平の一喝にあって鬼はあっけなく逃げ
さったので,研究者の多くは単純に 「忠平は豪胆」
と説いている21,2の。しかし忠平伝の前 ・後段の内容
を照らしあわせると,忠平の別の顔がみえてくる。
忠平は, 自身が祀る<宗像明神の声を聴く>など,
自己暗示にかかりやすい精神構造の持ち主であった
(前段)。その彼が漆黒の闇のなかを饉魅胆煙の影に
おびえながら,南殿の御帳の後ろを通りかかったと
き,腰の刀がなにかに触れたとする。動転した忠平
の心に鬼が出現するのは, ごく自然のなりゆきで,
文字どおりの疑心暗鬼である。 しかし,皇威を楯に
かろうじて発した叫びによって,誰よりも忠平自身
が自己暗示の呪縛から解放されたのである。醒めた
目で見ると鬼などどこにもいなかった―鬼はあっけ
なく逃げうせた―のである。自己暗示下の心には,
鬼は艮の方向に逃げたように映る。忠平は豪胆だっ
たのではなく,夜の闇におびえる平均的な平安貴族
のひとりにすぎなかったのである。
悪   戯
醍醐天皇 (在位 897～930)の御代に,毎夜,仁寿
殿の対代の御灯油を盗みさった鬼があった。
醍醐天皇の御代。仁寿殿の対代に真夜中になると
怪しいものが現れて,灯火を紫寝殿の方に盗みさっ
ていくことが続いた。源公忠 (889～48)が天皇に,
「捕らえることはできないでしょうが,なんとか正体
を見とどけてみましょう」と奏上した。公忠が紫農
殿の脇戸のそばに隠れていると,午前二時ころ灯火
を盗んで行く重そうな足音がし,灯火が動いて行く。
公忠が走りかかって蹴上げると,足に何かが強く当
たり,怪物は油をこぼしながら逃げさった。翌朝,
現場に行ってみると,真っ赤な血が紫震殿の塗籠の
方に続いており,塗籠の中は一面に血がこばれてい
た。
天皇は公忠の勇気をたいそうおほめになった, と
いう (『今昔物語集』巻第二十七)。
仁寿殿は紫寝殿の北にあり, もとは天皇の常のご
説 話 の精 神 病 理 学
座所だったが,後に内宴を行う場所になった。その
対代に夜な夜な鬼が出るとなれば国家の非常事態で,
もはや一刻の猶予もならない。 しかし,その鬼がす
ることはといえば御灯油をそっと持ち去るだけ,お
まけにドジを踏んで公忠に蹴られると反撃もせずに
逃げるだけ, というお粗末さである。どうやら内裏
を舞台に演じられる連夜の怪は,「有閑貴族の若者の
いたずらの類」とみるのが妥当なところではなかろ
うか。そんな遊びの実例があるからである。時代が
すこし下って花山院の御代 (984～986)のこと,あ
る五月雨の夜に,院の発案で藤原道長たち三兄弟が
内裏の闇のなかで肝だめしをした。道隆と道兼は途
中でおじけづいてギブ・アップ,道長だけが目的を
遂げたうえ証拠の品を持ち帰り,豪胆さを大いにア
ピールした (『大鏡』道長伝)。
筆者の推測があたっていれば,公忠の 「捕らえる
ことはできないが,正体だけは見とどけます」とい
う言葉は,「犯人は,私のような身分では刃向かえな
い相手だと思います」と意訳できる。実際,彼は負
傷した犯人をあえてとり逃がしてもいる。この事例
では,鬼の襲撃を実感したのはむしろ犯人のほうで
あったろう。こわごわ悪戯をしているところを不意
に襲われ,命からがら逃げだすはめになったのだか
ら。
幻  覚
摂関時代は,百鬼夜行にあうと命をとられると
信 じられた時代でもあった。陰陽道では正月子の
日,二月午の日,二月巳の日などと,百鬼夜行の
日がきまっていて, この日は夜遊びの好きな貴人
も夜間の外出をひかえた。以下に,藤原師輔 (908
～960)と藤原常行 (836～875)が遭遇 した百鬼夜
行の話を続けて紹介する。
(1)深夜におよんだ会議を終え,師輔は内裏を
退出した。ある四つ辻に来たとき,師輔はと
つぜん牛車を止め,「随身や前駆の者どもは
車の前近くにいて,露はらいの声をたやすな。
牛車はす ぐ動けるようにしておけ」, と指示
した。自分は簾を下ろし,貴人の前に出たと
きのように笏をとって平伏 し,尊勝陀羅尼を
一心不乱に唱えている。一時間ほどで 「もう
よい。牛を車にかけてやれ」と命 じたが, こ
の間,お供の者たちは何が起きたのかわから
なかった。(『大鏡』師輔伝)。
(2)ある夜,常行は思いをかける女のもとへ行
こうと,美福門の辺に来ると,百鬼夜行に遭
う。神泉苑の北の門の中に入って様子をうか
がっていると,鬼どもは 「この辺に人の気配
がする,ひっ捕らえよう」と言いながら,次々
と走りよって来ては帰っていく。ついに首領
格の鬼が来たが,「捕まえられぬのも当然だ。
尊勝陀羅尼がおいでになるから」と言 う。そ
の声を聞くや,鬼どもは逃げ去ってしまった。
常行は帰宅後,気分が悪 く床についていると,
事情を知った乳母が 「兄の阿閣梨に書いても
らった尊勝陀羅尼をお召物のえりに入れてお
いてよかった」と言った。鬼に遭った夜は百
鬼夜行の日にあたつていた。(『今昔物語集』
巻第十四)。
渡辺(1994)は著書 『大鏡の人びと』のなかで,
間接的な表現ながら師輔が 「沈着な胆力の持ち主」
だらたからこそ上記のように3、るまえたのだ, と
述べている23)。しか し,真相はその反対である。
牛車の中の師輔は,お供を近 くに集めて大声をだ
させ,自分はひれ伏 して一時間も尊勝陀羅尼を唱
えていた。その間,お供の人びとは師輔のあまり
の狼狽ぶりをあっけにとられて見ていた。どこに
も異変が見あたらなかったからである。百鬼夜行
は師輔の異常心理の所産,幻覚のなせるわざであっ
た。つまり,彼は沈着な胆力の持ち主どころか,
一行のなかでただ独り不安におびえ,臆病風に吹
かれていたのである。常行についてもまったく同
じことがいえる。彼 らは自家の権勢を保つために
あらゆる手段で競争相手を追い落としており,そ
の必然の結果として敗者の怨念という鬼を心に飼っ
ていたのである。彼 ら藤原北家流の心奥の闇は`ゝ
かく, したがって自己暗示によって容易に百鬼夜
行の幻覚を招来 したのである。対照的に,心に鬼
を養う必要のないお供の者には,百鬼夜行は無縁
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の存在 といってよか った。なお,百鬼夜行の難を
さけようとして,師輔,常行の両人はともに尊勝
陀羅尼にすが ったが,常行の話には尊勝陀羅尼の
験力を広報 しようとする伝達者の作為が感 じられ
る。
自己暗示
名高い陰陽師の賀茂忠行はお祓いを頼まれたと
き,十歳になる子の保憲を連れて指定の場所へ出
かけた。お祓いが終わり,帰る途中の車の中で保
憲が 「先程のお祓いの時,人のような者が20,30
人ほど出てきて,供え物をあれこれ食べ,作 り物
の船や車や馬に乗って帰っていった。あれは何で
すか」と尋ねた。忠行はそれを聞いて 「第一人者
の自分でも,修行の結果やっと見えるようになっ
た。こんなに幼 くして鬼神を見る能力があるのだ
から,彼は将来すばらしい陰陽師になるだろう」
と思い,いろいろと指導 した。期待にたがわず,
保憲は立派な陰陽師となって公私に仕えた, とい
う (『今昔物語集』巻第二十四)。
賀茂保憲は,高名な陰陽師の子として生まれ,
陰陽道の考え方やしきたりのなかで育てられた。
一般に被暗示性が高 く,催眠状態におちいりやす
い年齢は七～十四歳といわれるが24),保憲が父親
のとり行うお祓いの場に同席 したのは十歳のとき
である。そのお祓いの場は,被暗示性を一段と高
める雰囲気に包まれていたことであろうが, これ
だけ諸条件が揃えば,子どもならだれでも自己催
眠による幻覚症状としての鬼を見る, といってよ
い。賀茂保憲が特別の天分に恵まれていたわけで
はない。なお,子どもの被暗示性が高いことを示
す事例として,柳田 (1914)に次のようなレポー
トがある。「明治四十二年七月ころ岩手県土淵村
の小学校に一人のザシキワラシが現れ,児童と一
緒になって遊び戯れた。但 し,小学一年の小さい
子供等の外には見えず,そ こに居るここに居ると
いっても,大人にも年長の子にも見えなかった」2D。
これらの小学一年生がザシキヮラシを見るための
特別の能力をもっているはずがないことは,改め
ていうまでもないだろう。
二話―類的編集
『今昔物語集』巻第二十七の第九話では,内裏
に進入 した鬼が太政官の弁惨殺事件の犯人にされ
ている。
早朝の政務に遅参 した史,□の□という者が,
上司の弁,□の□の叱責を恐れながら東の庁に参
入すると,すでに弁は惨殺されていた。鬼に食わ
れるにいたった経緯は弁自身の手で扇に書かれて
おり,血まみれの笏や沓が散乱 していた。畳に血
がおびただしくこばれていたが,他にはなにもな
かった。その後,早朝の政務は東の庁ではなく,
西の庁で行うようになった (□の□という表記は
対象～ここでは姓名～の明記を期 した意識的欠字。
『今昔物語集』でしばしば用いられる)。
早朝の政庁で起こった惨劇は,被害者自身の手
で事のしだいが扇に書きとめられてあり,証拠の
品もたくさんあるので,犯人を特定することは難
しくない。 しかしこの大事件はなぜか 『三代実録』
以下の記録にみあたらないのであって,その点,
前述 した 『今昔物語集』巻第二十七の第八話 「武
徳殿の松原で美女を食った鬼」とは大違いである。
理由は二様に考えられる。一つは,源公忠の 「犯
人は,私のような身分では刃向かえない相手だと
思います」という言葉がそのままあてはまるケー
スで,鬼が犯人隠避工作に利用されたとする見方
である。他の一つは,第八話とは内容的にも,話
末の教訓までもが同趣で,巻第二十七の第八 ・九
話のいわゆる 「二話一類的編集」の典型,つまり
第九話は今昔編集者が創作 した添え物とする見方
である。大事件であるのにもかかわらず,ほかに
記録がないことから推 して,あとの見方のほうが
理解 しやすいように思う。
説明説話
昔,男が出雲国大原郡阿用郷で田仕事をしてい
ると, とつぜん目一つの鬼が現れて男を食ってし
まった。そのありさまを両親は近 くの藪に隠れて
説 話 の精 神 病 理 学
見ていたが,どうすることもできない。男がアヨ,
アヨと悲鳴をあげながら食べられてしまったので,
以来その地の名を阿用郷 (あよのさと)というよ
うになった (『出雲国風土記』)。
『出雲国風土記』は,和銅六年 (713)に諸国
に勅命を発 してつくらせた風土記の一つである。
出雲国九郡の風土 ・物産 ・宗教,それに地名の由
来を説く上掲の伝説などを一巻にまとめたもので,
天平五年 (733)に成立 した。
問題の鬼は檸猛だが,民俗学者の間に人気があ
る。古代から中国地方の和鉄精錬所でたたらを踏
む仕事に従事 してきた山人の類であろうというの
である。目が一つの理由は,真っ赤に焼けた溶鉱
炉の中の様子を片方の日で確かめているうちにそ
の目がつぶれてしまうからだという。 しかし,和
鉄精錬所に働 く山人の側に若い農夫を殺す正当な
理由があるだろうか。むしろ両者は,農機具と農
作物を介 して互いの不足を補いあう,相互依存の
関係にあったのではなかろうか。「目一つ」 と
「農夫殺 しの理由」が合理的に説明されないかぎ
り,「山人説」は単なる思いつきの域を出ないと
いってよい。地名や名勝の故事来歴を語る説話に
は, しばしば珍 しい地名や奇観などに触発されて
想像豊かに創作されたもの (説明説話)が多いか
らである。
虚  言
(1)自身を 「鬼」と偽る事例
わが国最古 (820～830年頃成立)の仏教説話集
『日本霊異記』中巻第二十四話には,以下のよう
に,みずから鬼と名乗るペテン師が登場する。
奈良の男磐嶋が越前敦賀で商売をして帰る途中,
近江唐崎から男二人がつけてきて山城の宇治橋で
追いついた。男たちは 「間魔王宮からお前を捕え
にきた鬼だが,お前の家に行ったら留守だった。
それで敦賀に行って捕えようとしたが,邪魔がは
いったのでしばらく猶予 していたのだ。お前のた
めに労力を使い,腹も減った。なにか食べ物はな
いか」 と言 う。鬼は磐嶋の干飯を食べ,「俺の悪
気で病気になるから近づ くな。だが恐れることは
ない。俺が好きな牛肉を馳走 してくれ」と言う。
磐嶋が牛を提供するから閣魔王宮へ連行 しないよ
うにと懇願すると,鬼たちは 「饗応を受けると鉄
の杖で打たれるので,身代わりにお前と同年齢の
男を替え玉にしよう。俺たちが罪を免れるよう,
お前は金剛般若経を百回読んでほしい」と言いの
こし,深夜に出ていった。翌朝,磐嶋の牛が一頭
死んでいた。
この男たち二人が鬼である証拠はどこにもなく,
ペテン師のグループだった疑いが濃厚である。閣
魔王宮の使者にしてはひどく鈍足で,近江唐崎で
姿をみせてから山城の宇治橋に到ってようやく追
いつく。その理由は簡単で,鬼になりすまして何
がしかの財物を欺 じとるために,磐嶋とその身辺
についての予備知識を得たり,仲間同士の口裏合
わせなどに要 した時間であった。彼 らは 「牛が好
物だ」などと鬼であることを強調するが,いっぽ
うでは 「病気にな.るから, 自分たちにあまり近づ
くな」と自信のなさも露呈する。金剛般若経を百
回読ませている間に牛を殺 して鬼らしさを装った
りもするが,これではまるで 「鬼ごっこ」である。
しかも殺 した牛を食べるどころか,深夜こっそり
逃げだしてしまった。おそらくは予想以上の収穫
に満足 してのことであろう。人のよい磐嶋はすっ
かりだまされてしまったようである。
『日本霊異記』収載の説話でみると,鬼は地獄
の獄吏などを勤め,彼此両岸を自由に往来できる
変幻自在な妖怪と考えられていたらしい。上記の
内容に即 して具体的に観察すると,鬼は,①冥界
と人の世を往き来 し,②容姿 も言葉も人間そっく
りに化けることのできる,③実在する恐ろしい怪
物,といったところであろう。この説話の実態は,
しょせんは一人の庶民をだましたペテン師の暗躍
を言い伝えたものにすぎないが,それを聞き,か
つ伝えた人びとが, もし①～③の内容を鬼の特性
とすることに納得 しなければ,記録に残すことは
なかったはずである。当時の鬼のイメージはその
程度のものだったのであろう。
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(2)言い訳
村上天皇 (926～967)の御代のことである。御
所の宝の一つである 「玄象」という琵琶が紛失 し
た。村上帝と当代随一の管弦の名手源博雅の嘆き
は深かった。ある夜ぶゝけ,博雅が清涼殿の高殿で
玄象の音色をしのんでいると,南の方から聞こえ
てくる音色は,まさしく玄象のそれではないか。
博雅は音色を頼りに羅生門の下まで来ると,階上
で誰かが琵琶を弾いているが, これほどの上手は
自分の外にはいないはず。「そこで玄象を弾き給
うはどなたか。名器が紛失 してみなの嘆きいかば
かり,ふと耳にはいつた音色を頼って来たのだ。
名のられよ」。博雅が呼びかけると, とたんに琵
琶の音がやんで, しばらくの沈黙の後,一筋の縄
が天丼から下り,先端に玄象が結んであった。
博雅か ら委細を聞かれた帝は,「鬼が盗 ったの
だ」と仰せられたという (『今昔物語集』巻第二
十四)。
村上帝は,後世,その治世を聖代と讃えられた。
あるとき役所の下働きの老人を呼びとめて,「こ
の頃の政治のあり方を,世間ではなんといってい
るか」と尋ねられたが,老人が 「非のうちどころ
がないといっています。ただ,政務が繁雑になり,
諸国に朝廷の威令が届いていません」という趣旨
を比喩的な言いまわしで答えたところ,帝はたい
へん恥ずかしく思われた, という (『古今著聞集』
巻第三)。帝がみずか ら庶民に問いかけ,その声
に耳を傾けるという謙虚さは,聖明の君主に3、さ
わしい逸話といえよう。なお, この聖主は詩文を
好み,管弦の名手でもあった。
いっぼう源博雅 (918～980)は,琴 ・琵琶 ・笛
などの演奏にかけては当代随一といわれていた。
彼には楽器や演奏にかんする説話が多 くのこって
いるが,上掲の話はそのうちの一つである。 しか
しこの話は,玄象をひそかにもちだして名器の感
触を堪能 した博雅が,御所へ返還するときの言い
訳であろう。それにしても苦 しい言い訳であるが,
博雅の不自然な話をじっと聞いていた帝は 「鬼が
盗ったのだ」と仰せられた。さすがは英明な村上
帝,なにもかも胸に納めたうえでの温情半J決であっ
た。
なお,「玄象」は F枕草子』第八十九段 (陽明
文庫蔵本)に 「御前にさぶら=、ものは,御琴も御
笛も,みなめづらしき名つきてぞある。玄上 (象),
牧馬,井出,渭橋,無名など」とあるように,琵
琶の名器として宮中に秘蔵されていたもので,実
際にも,時々紛失 したらしい。ともかく 『徒然草』
第七十段に,「元応の清暑堂の御遊に,玄上は失
せにしころ,菊亭大臣,牧馬を弾 じ給ひけるに」
とあるので,鎌倉末期までは実在していたらしい。
物が紛失 したのを 「鬼のせい」にするというこ
とでは共通の話がもう一つある。
左大臣源重信 (972～995)が,朱雀院に方違え
した一夜,先発の源頼信 (968～1048)に大きな
袋一杯の交菓子を預けた。頼信は東の対屋で大臣
を待っていたが,夜が遮、けても大臣が到着 しない
ので,傍 らに弓と胡録を立て,菓子の袋をおさえ
ていた。そのうち寝込んでしまった頼信は,大臣
にゆり起こされて目がさめた。その後,大臣のお
供の者たちが菓子を食べようと,袋をあけると何
ひとつない。頼信に尋ねると,「預かった袋は道
中に目を離さず,屋敷に着いてからはこのように
おさえていたから中の物がなくなるはずがない。
おさえたまま寝込んでいたときに,鬼が盗っていっ
たのかもしれぬ」と応えたので,皆は恐れおのの
いた (『今昔物語集』巻第二十七)。
源頼信は清和源氏で,大江山の酒呑童子を退治
した頼光の弟にあたる。彼は平維衡,平致頼,藤
原保昌とともに四天王の列に加えられているほど
の勇士で (『十訓抄』第二),平忠常の乱 (1028～
31)に派遣されたときは戦わずしてこれを平定し,
東国に源氏の勢力の地盤をつくった。頼信の長男
は前九年の役の鎮圧に功があった頼義,その頼義
の長男が八幡太郎義家という武家の名門の総帥で
ある。『今昔物語集』は,頼信の勇敢で理にかなっ
た数々の武勇伝を伝えている。武勇と智略の人,
源頼信の目に柔弱な平安貴族の 「方違え」という
風習がどのように映っていたかは,預かり物をな
くしておきながら 「鬼が盗ったか」と平然とうそ
ぶく,その態度があますところなく語っている。
説話 の精神病理学
いろいろな木の実や果物をとり混ぜたものを交菓
子というが,「人騒がせな方違えに加えて,交菓
子を運べなどとは,役不足 もいいところ」,頼信
はそう思っていたはずである。かくして左大臣が
到着するころ,交菓子はすっかり頼信とその下人
の腹に納まっていたのである。
<事件>の結末は,頼信の予想どおりに運んだ。
「鬼のしわざかも」 と聞いただけで大臣の供の者
たちはおびえてしまい,真犯人は文字どおり鬼没
してしまったからである。おそらく頼信は溜飲が
下がる思いをしたであろう。
じつは,中世の西洋でも悪魔の力が信 じられて
いたために<救われた>断食聖女の話がある。こ
の話は頼信の鬼の同類項とみることもできるので,
追加 しておきたい :悪魔は宗教的断食者にとって
苦悩の種であったが, ときには悪魔の力が信 じら
れているという事実が役に立つこともあった。
1400年ころ,断食聖女エリザベー トのベッドの下
から肉と塩が発見されたとき,皆は即座にそれを
「彼女を不利な立場にするために悪魔が隠 してお
いたのだ」と考えた (『拒食の文化史』26))。
上述のように,平安時代の人びとは解釈できな
い不思議は鬼怪のせいにしがちで,そうした心情
が日常のささいな変事を怪異な話に育てあげたり
した。 しかし,鬼の関係する説話を一つずつ丁寧
にたどってみると,すでに少なからぬ人びとが開
明的な考えをもっていたと思われるふしがある。
そうした人びとは,また,上の説話にみるように,
鬼を人間社会の香辛料として適度にTll用しようと
するしたたかな知恵をもっていたのである。
隠  喩
(1)実生活と歴史上の隠喩
『日本書紀』欽明紀には次のような事件が記載
されている :欽明五年 (544)十二月,佐渡島の
北の海岸に粛慎人が漂着 してとどまり,魚をとっ
て自給 している。島の人びとは 「あれは人ではな
い」とか 「鬼魅だ」などと言って近づこうとしな
い, と。粛慎人というのは北海道か,沿海州のツ
ングース族だろうといわれている。異民族の人た
ちの漂着におどろき,「オニ」だと言 って近づか
ない島民の態度には未知の人びとに対する嫌悪感
と警戒心が表れている。同じ 『日本書紀』のなか
でも巻第七の景行紀は,欽明紀に比べると神話の
雰囲気を濃厚にただよわせているが,そこでは天
皇が日本武尊に斧とまさかりを授けて,「 (かね
て朕は以下のように聞いている)～ (略)～山に
邪 しき神あり。郊に姦 しき鬼あり。～ (略)～言
を巧みて暴ぶる神を調へ,武を振るひて姦 しき鬼
を攘へ」と仰せられたとあり,朝廷に帰順 しない
人たちに対する露骨な敵意が表出されている。
これら2つの記事は,太平洋戦争中のスローガ
ンであった 「鬼畜米英」,古 くは漢民族が域外の
異民族に与えた呼称 「東夷,南蛮,西戎,北狭」
の類である。このことは古今東西を問わず,異邦,
異文化の民に対する警戒心,恐怖心,敵意,また
は排他的な感情の流れが人びとの心に抜きがたく
存在することのあらわれかもしれない。
なお 『日本書紀』(養老四年[720])においては,
上記の表記法のほかにも 「鬼」字がしばしば用い
られているが,和銅五年 (712)献進の 『古事記』
には,「鬼」字そのものがまったく使われていな
い。いま 『古事記』 と 『日本書紀』,それぞれの
「景行紀」から文脈上の同 じところを比較対照 し
てみると,
『記』 :荒ぶる神,また伏はぬ人等を言向け
和平せ,
『紀』 :言を巧みて暴ぶる神を調へ,武を振
ひて姦 しき鬼を攘へ,
となる (下線は筆者)。『古事記』の 「人」が 『日
本書紀』では 「鬼」に置き換えられており,その
ぶん 『日本書紀』は朝廷に帰順 しない人びとへの
敵意と攻撃的姿勢をあらわに表現 しているわけで
ある。
(2)文芸上の隠喩
「目に見えぬ鬼神を感激させ,男女の間をなご
やかにし,勇猛な武人の心をなごませるのが歌で
ある」(『古今和歌集』仮名序)とか,「鬼ハ物ニ
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隠 レテ顕ハルルコトヲ欲セザル故二,俗二呼 ビテ
隠 卜云フナリ」(『和名類衆砂』)とかいうように,
元来,鬼は人の目に見えないものであった。この
鬼と女性が共有する 「人目にも、れぬところ」に着
目して,王朝貴族の女性へ 「鬼」と呼びかける和
歌の趣向がある。
まず,F伊勢物語』の五十八 「荒れたる宿」の
女性を詠んだ和歌をながめてみよう。
昔,恋の情趣を心得ている男が長岡に住んでい
た。隣の内親王を母とする人に使われている女た
ちが, この男が田を刈ろうと準備をしているのを
見て,男の家にやってきた。男は逃げて奥に隠れ
てしまったので,女は 「荒れにけりあはれいく世
の宿なれやすみけむ人の訪れもせぬ」(何代つづ
いたお邸なのか,ずいぶん荒れはてたものね。住
人はどうしたのでしょうか。訪ねてきませんもの
ね)と,歌を詠んで, この邸に集まってきた。そ
こでこの男は,「むぐら生ひて荒れたる宿のうれ
たきはかりにも鬼のすだくなりけり」(葎が生い
茂ったこの家が薄気味わるいのは,かりそめにも
鬼たちが集まって騒 ぐからですよ)と,歌を詠ん
で返 した。
長岡京には桓武天皇の延暦三年 (784)から同
十三年 (794)まで都があったが, この話は平安
京に遷都後の 「ゐなか」になった長岡でのできご
ととされる。桓武天皇の皇女で業平の母にあたる
伊都内親王は,平安遷都後もずっと長岡に住んで
いたが,業平のほうは京の宮廷に仕えており,母
の許へはそうしばしば参上できなかった。したがっ
て,「内親王を母とする人の隣に住む男」は業平
ではないが, この 「男」 も 「恋の情趣を心得てい
る」ことでは業平にひけをとらない。
いっぽう,女たちは田舎住まいをしていること
と仲間がいることの気安さから,ついつい異性へ
の関心をむきだしにするが,そうした男女の交流
を 「男」が好むはずもなく,彼は奥に隠れてしま
う。ところが勢いづいた女たちは 「ずいぶん荒れ
はてたものね,住人はどうしたのか しら」と,な
かなかの厚かましさである。上の句の 「荒 (あ)
れにけり」には 「あれ,逃 (に)げり」が懸けて
あると解する説もあるが,そうなると女たちの悪
態はいっそうひどいものになる。「みやび」を追
求する F伊勢物語』の許容限度ははるかに越えて
いるため,男はこの不作法な女たちに 「この荒れ
はてた家が情けないのは,がやがやと鬼さえ集まっ
て来たりすることですよ」と返 した。
このケースでは,荒れはてた家の縁で鬼が登場
したいうよりも自分の様子をうかがいにきた,み
やびには縁遠い女たちに辟易 した男が,本心から
彼女たちを鬼と呼んだ感 じがしないでもない。
次は 『大和物語』五十八 (黒塚)の,平兼盛が
源重之の妹たちに歌をおくった有名な逸話である。
源重之は陸奥の黒塚という所に住んでいたが,
その妹たちに平兼盛が 「みちのくの安達が原の黒
塚に鬼こもれりと聞くはまことか」という歌を贈っ
た。そして兼盛が 「その娘を頂きたい」と申し込
んだところ,親が 「まだ若すぎます。年ごろにな
りましたらその折りにでも」と答えた,というの
である。
平兼盛 (908?-990)は,光孝天皇の曽孫篤行王
の子で,天暦四年 (950)臣籍に下 り,平の姓を
賜った。三十六歌仙の一人であったが官位には恵
まれず,従五位上駿河守で終わっている。家集に
『兼盛集』があるが, これには上記の,「みちのく
の安達が原の」の歌は載っていない。源重之 (?―
1000)は,清和天皇の孫源兼信の子である。官位
は従五位下相模守どまりであったが,やはり三十
六歌仙の一人で,家集に 『重之集』がある。この
ように兼盛と重之は似かよった境涯に甘んじたが,
両者が個人的にも親 しい間柄にあったことは 『兼
盛集』(145,146番歌)と 『重之集』(170,171番
歌)に,語句の一部を除けば詞書を遮、くめて内容
が同じ和歌とその返歌があることからも推測され
る。
兼盛が死去 したのは 990年,重之はその10年後
に没するが,その時期は藤原道長の全盛期にあた
る。両人ともに,皇孫でありながら歌人として生
きるほかに道がなく,彼 らも大先輩の在原業平
(825-880)と同様に 「身を用なきもの」 と思いな
していたであろう。さらに,美貌のほまれ高 く深
説 話 の精 神 病 理 学
窓に人目を忍ぶ重之の妹たちは,それだけでも
「鬼」と呼ばれるに値するが,そのときの兼盛は
部の里に流離の悲哀をわかちあう存在として,彼
女たちに己の姿を投影 しつつ,「鬼」 と親 しく呼
びかけたものであろう。
この逸話からさらに百年ほどのち,女性に対 し
て 「鬼」と呼びかける歌が,また一首,詠まれた。
『康資王母集』の128番歌がそれである27)。
藤原基俊 (1060-1142)の家の説経を,康資王
母が門の外で聞いていたときに,牛車に言ってよ
こされた歌 :
128ただひとつ 門のほかには立てれども
鬼籠りたる車なりけり
(ただ 1台,門の外に立っているけれど,
鬼が籠もっている牛車だったのですね)
返 し
129御法こそ この車には籠れるに
心の鬼は我と名告るか
(この牛車には仏法だけが籠 もっているは
ずなのに,無断で聴聞 しているために心
の鬼 〔良心の咎〕が,ついつい自分から
名乗ってしまったのでしょうか)
藤原基俊 (1060-1142)は『金葉集』以下の勅
撰歌人で,院政期歌壇の指導者として活躍 しまし
た。上記の 『康資王母集』128番歌は,F基俊集
(I)』にも 「仏供養 したてまつりしに,四条宮の
筑前の君忍びて聴聞すと聞きて,車に言ひ入れは
べりける」という詞書を書き添えた88番歌として
そのまま載っている。 もっとも,『基俊集 (I)』
には上記の 『康資王母集』 129番歌 (返し)に相
当する歌はみあたらないのだが。
康資王母 (生没年不詳)はいくとおりもの名で
呼ばれている。筑前守高階成順と女流歌人伊勢大
輔の間の子で,後冷泉天皇皇后四条宮寛子 (摂政
藤原頼通の女)に仕えたので,父親の官職 (筑前
守)か ら女房名を 「四条宮筑前 (筑前の君)」と
呼ばれ,花山天皇の皇孫延信王に嫁 し,神祇伯康
資王を産んだので,「イ白母」 とも 「康資王母」 と
も呼ばれた。彼女は,曾祖父が 「梨壺の五人」の
一人の大中臣能宣 (92卜991),母親は伊勢大輔と
いう,和歌の名流の一員でもある。
基俊がいつ仏供養を催 したのかは分からないが,
康資王母は基俊よりも40歳ほど年長のはずである
から,お忍びで聴間に訪れたときはかなりの高齢
であった。これを基俊の側からみれば,康資王母
は名にしおう大中臣家出身の先輩格の女流歌人で,
気位が高 く,なにからなにまで一枚 も二枚 も上の
相手である。門前にたたずむ牛車の周囲には静か
な気品がただよい,康資王母の深い沈黙が 「鬼と
女は人に見えぬぞよき」(『堤中納言物語』)を完
璧に具現 している。その雰囲気に感応 した基俊は,
聴聞を歓迎する意味をこめながらも,どんな反応
が返ってくるか期待 しつつ,「鬼籠 もりたる」 と
挑発 してみた。 しかし,そこは大先達の康資王母
のことである。「心の鬼は我と名乗るか (無断の
聴聞という心の鬼 〔良心の咎〕が,つい自分から
名乗ったもので しょうか)」とあっさり切 り返 し
たのである。
煩悩の象形化
上代の鬼は,その活発な実行力に反 してほとん
ど口を利 くことはなかった。鬼が胸中の思い,生
きる苦悩を吐露するようになるのは,記録のうえ
では鎌倉時代以降のことである。その代表的な事
例として 『宇治拾遺物語』(1213～1219年成立)
所載の説話 「日蔵上人,吉野山にて鬼に逢う事」
を紹介する。
昔,日蔵上人が吉野の奥で修行中,鬼に逢った。
鬼は身の丈七尺,皮膚は紺青,髪は赤 く,首と腫
が細 く,腹はお、くれて角が生えている。上人の前
でとめどなく泣きながら訴えるには,「自分は四,
五百年昔の人間だが人に恨みをもって今は鬼の身
になった。その敵を思い通りにとり殺 した。さら
に子 ・孫 ・曽孫 ・玄孫も皆殺 しにし,今は怨みの
対象は消滅 してしまった。それなのに自分の瞑患
の炎だけが残って無量億劫の苦を受けることになっ
てしまった。他人への怨念がそのままわが身に返っ
てくる。こんなことだとわかっていたら,恨みの
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念を残さなかったのに」と。鬼は涙を流 して限り
なく泣きながら訴える。その間にも頭から炎が燃
えだし,やがて鬼は山の奥へと姿を消 した。
この説話は,いわゆる三毒―貪欲 ・瞑患 ・愚痴
の三種の煩悩―にとらわれることの愚かさを,仏
教の立場から具体的に説いたものである。 しかし,
先入観を捨てて,素直に主人公の鬼と相対 してみ
ると,そこには目的を失って永遠の虚無と悲 しみ
にさいなまれる, きわめて現代的な人間の姿がう
かびあがってくる。百いかえると, この段階では,
鬼は人を驚かす超能力をもった妖怪でもなんでも
なく,む しろ傷つきやすく苦悩する人間の心を形
象化するために,ほかならぬ人の手で創造された
架空の存在になりきっている。そして, この変化
の本質は人びとが生活のなかで体験するさまざま
な事象を合理的に把握 し,考える能力を身につけ
はじめたことを意味 している。その強力な推進者
は武士であった。陰陽道などの迷信が生活を支配
する平安中期においても,源頼信 (968～1048)
らが合理的な思考力をもって行動 していたことは
さきに述べたとおりである。建久三年 (H92),
源頼朝は鎌倉に武家政治を創始 したが,それまで
の一連の争乱をつうじて武士たちは武勇と智略こ
そが勝敗を決定する要因であることを実感 してい
た。建長四年 (1252)ころに成立 した 『十訓抄』
上に,藤原忠実の前駆の者が 「武士という奴は,
鬼でも魔物でもなんとも思わない, こわい奴 らだ
ぞ」と言うくだりがあるが,実力に自信をもつよ
うになった武士の側は,む しろそれを誇 らしげに
自認 し,吹聴する傾向があった。
鎌倉幕府第二代将軍の源実朝 (H92～1219)は,
歌人としても万葉調の佳作が多いことで知 られる
が,彼の家集 『金椀和歌集』には次の歌が載って
いる。
Jとヽの心をよめる
神といひ仏といふも世の中の
人のこゝろのほかのものかは
「神も仏も超自然的な存在のように思われがち
だが, しょせんは人間の心の外に存在するはずが
ないのだ」というのであるから, この合理性には
一分の隙もない。実朝は,源頼朝が征夷大将軍と
なり鎌倉に幕府を開いた建久三年 (1192)に生ま
れ,承久元年 (1219)鶴岡八幡宮の境内で,兄頼
家の子公暁に暗殺された。彼が将軍になったのは
建仁三年 (1203)であったから,『宇治拾遺物語』
(1213～1219成立)は ちょうど実朝政権下の作品
ということになる。その第百二十四話,つまり上
掲の説話において,初めて近代的鬼像が登場 した
のである。時代は武士の支配する中世封建社会に
なり,その実力主義にもとづく合理的心性の涵養,
浸透とともに,記録上,現実の世界に鬼が出現す
ることはほとんどなくなった。以来,鬼は活躍の
場を演劇やお伽話などのフィクションの世界に移
すことになる。
「説話の精神病理学」補遺 :能の鬼
恨みの象形化
室町初期に,世阿弥 (1363頃-1443頃)は 「形
は鬼なれども心は人」(『二曲三体人形図』)とい
う風姿を創案 し,舞台上に鬼女の姿として表現 し
た。それ以来,鬼は能の舞台で新 しい心理劇を演
ずることになった。人はなにかの拍子に理不尽な
扱いをうけたとき,意識下に秘められている鬼性
がこつぜんと目を醒ますことがある。つまり,人
間はだれでもいつでも鬼になりかねない……鬼は
けっして自分と無縁の存在ではないのである。世
阿弥をはじめとする能作者たちの洞察力の確かさ
は, このだれもが鬼になりうるという人間心性の
深い理解によって支えられている。 したがってこ
の時代の鬼は,中世文学の精華とされる謡曲のな
かで,屈折 した心的要素を具象化 した存在として
描写されている。たとえば,陸奥の安達ケ原の賤
が家にひとり住まいの老女は,久 しぶりに心をゆ
るした僧侶の一行の裏切りにあい,怒りの鬼となっ
て約束をやぶった相手を激 しく攻撃する :東光坊
祐慶と二人の伴僧が諸国修行の道すがら,陸奥の
安達ケ原で行き暮れ,老女がひとり住む賤が家に
宿をかりた。老女は麻糸をつむいでみせるなど,
心のこもった接待をする。やがて老女はいろりの
説話 の精神病理学
薪をとりに山へでかけるが,留守中に自分の間の
内を見ないように, といいのこす。 しかし,好奇
心に駆 られた伴僧がひそかにのぞくと,膿血腐乱
の悪臭と山なす死骸があらわれた。二人は闇のな
かを逃げだすが,裏切られた老女は鬼女と化 し,
一口に食おうと追撃する。おりしも雷鳴が響き,
稲妻が野にひらめくと僧たちの姿が小さく見えか
くれする。逃げきれないと思った祐慶 らは経を読
み,数珠をおしもんで対抗すると,鬼女は闇にと
けこむように消えうせた (謡曲 『黒塚』)。
この曲は,『拾遺和歌集』(1005-1007頃成立)
にある平兼盛の歌 「みちのくの安達が原の黒塚に
鬼こもれりと聞くはまことか」をヒントに能作者
が想像を=、くらませて創作 したものと考えられて
いる。作者は世阿弥の女婿金春禅竹 (1405-1470
頃)と もいわれている。いずれにしても室町初期
に相当な実力者が書いたものであることにはちが
いなく,繊細な心理描写と品位のある文体に魅力
があり,現行曲のなかでも人気演目のひとつになっ
ている。曲の冒頭,客僧たちが訪れるまえに,老
女が糸をつむぎながら,
かかる憂き世に秋の来て,
朝げの風は身に'心めども,
胸を休める事もなく,
昨日も空 しく暮れぬれば,
まどろむ夜半ぞ涙なる。
あら定めなの生涯やな
と, 自身の半生をひとり述懐する場面がある。こ
の詠嘆のモノローグは美 しく, 日常生活の背後で
猟奇的な犯行を重ねている極悪非道な犯罪者のつ
ぶやきには3さゝわしくない。筆者は, この老女が
客僧たちにのぞかれたくなかったものは,不本意
な現在をもたらした癒すことのできない心の トラ
ウマだと思う。関の内に隠された死骸というのは,
そうした心の暗闇にうっ積 したものの象徴だった
のではなかろうか。それにひきかえ,女性の私生
活にお、みこんで鵜の目鷹の日で卑 しい好奇心を満
足させようとする,旅僧たちの行状に弁解の余地
はないであろう。過去の秘密を暴かれた老女が憤
激のあまり鬼になり,激 しく攻撃するのも無理は
ない。
謡曲においては,人が鬼になる動機の多くは恋
慕の激情とそれに伴 う怨念である。その典型的な
例として 『綾鼓』(主人公は男性)がある :筑前
の天智天皇の行宮でのこと。皇居の庭掃きの老人
が一目見た女御の美 しさに心を乱 した。これを諦
めさせるために,女御は池辺の桂木に綾の鼓を掛
け,人を介 して 「これを打つ音が聞こえたならば,
もう一度御姿をお見せなさるであろう」と言われ
た。老人は恋の迷いに打ちつづけたが,音の出な
いのを嘆いて池に身を投げて死んで しまう。その
ために女御は正気もなくなられた。そこへ老人の
怨霊が現れ,笞を振り上げて責めたてるので,女
御は悩乱するが,怨霊はなおも恨みをつのらせて,
恋の淵に飛び入ってしまう。
本稿の冒頭で詳述 したように,『綾鼓』の舞台
は百済救援軍を派遣するために設けられた筑前国
の行宮に設定されている。物語の内容は,染殿の
后に焦がれて紺青鬼となったという真済の話や,
京極の御息所 (宇多天皇の后)に心をうばわれて
修行不能に陥った志賀寺上人の話 (『太平記』巻
第二十六 〔天正本〕ほか諸書に所載)などにヒン
トを得て創作されたものらしく,世阿弥が改作 し
た曲といわれている。「綾の鼓を打って音が出た
ら願いをかなえよう」という女御の無理難題は,
身分の絶望的な違いをそれとなく諭すものであっ
た。 しかし,その真意を理解できずに鼓を打つ老
人にとって, これほど残酷な仕打ちはない。怨霊
となって責めてもなお憤憑やるかたなく,「あら
恨めしや恨めしや,あら恨めしや恨めしの女御や」
と言い募って,今度は恋の淵に身を投げるという
執心の激 しい描写は,謡曲のなかでは異例といえ
る。
嫉妬の象形化
丑の刻参りは人を呪う呪術のひとつである。丑
の刻 (午前二時ころ)に神仏に参拝 し,相手にみ
たてた藁人形 (形代)を神木などに釘で打ちつけ
て祈願するのであるが,そのさい呪誼主は白衣の
胸に鏡をかけ,高下駄をはいて,逆さにして頭に
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載いた五徳の脚に3本の蝋燭をともしてつけると
いう,おどろおどろしい姿になる。二十一日目の
満願の日に,釘を打った部分が傷んで相手が死ぬ
と信 じられていた。藁人形に釘を打つという行為
は,呪う相手の肖像や人形,その他相手を象徴す
るものを損壊することによって相手そのものを傷
害する～似たものは似たものを生む～という,い
わゆる模倣呪術 imitative magicの考えにもとづ
いている (」ennings 1964)28)。この考え方は,す
でに古代バビロニアの楔形文字にも記されており,
世界各国いたるところで信 じられているというが,
目的の人物を象徴するとされる人形の材料は,蝋,
粘土,または木材など,地域によって違いがある
(Baschwitz 1963)29)。
わが国のばあい, この呪術が 「丑の刻参 り」と
呼ばれて江戸時代に盛んに行われるようになった
のは,本来,別々のものだったある俗信と一つの
説話が結びつけられた結果と考えられる。前者は,
丑の刻に神仏に参詣すると願いごとが必ずかなえ
られるという古 くからの信仰であり,後者は,嫉
妬に狂った女が貴船明神に祈願 して<生きたまま
>鬼に化 したという,『平家物語』貪J巻などに記
された説話である :嵯峨天皇のとき,ある女がね
たましく思う女をとり殺すために,生 きながら鬼
になるべく,貴船明神に祈願 した。彼女は,一丈
もある髪を五つに巻き,松脂でかためて五つの角
をつくり,面には朱をさし,身には丹を塗り,頭
に鉄輪をいただき,三つの足には松明を結いつめ,
火を燃やし二十一日間通って鬼となった。そこで
男を奪った女,捨てた男,その親類 らを片っ端か
らとり殺 し,都では夜の人通りがなくなってしまっ
た。
この説話を脚色 したものと思われる 『鉄輪』を
はじめ,鬼 (あるいは蛇)に形象化することによっ
て女性の 「嫉妬心を描 く」謡曲のうち,代表的な
三曲を紹介 したい。
『鉄輪』:下京の女が,夫が自分を捨てて後妻
を迎えたのを恨み,貴船神社に丑刻詣でをしてい
ると,「頭に鉄輪を戴き,その脚に火を灯 して怒
れる心をもつならば,たちまち鬼神となるであろ
う」と神のお告げがあった。彼女は家路につくが,
気持ちが激 しくたかぶり,途中で早 くも鬼女の姿
に変わりかける。一方,夫は毎夜悪夢を見るので
陰陽師の安倍清明に占ってもらうと,女の恨みで
今夜にも命がなくなるという。驚いた男が清明に
調伏の祈祷をしてもらうと,女が鬼になって現れ,
後妻の命を奪って男を連れ去ろうとしたが,三十
番神に追いたてられて退散する。
シテの鬼女は 「思ひに沈む恨みの数。積 もって
執心の鬼となるも理や。いでいで命を取らん」と
打杖を振り上げて,殺意もあらわに夫に詰め寄る。
しかしその一方で,「ある時は恋 しく,又は恨め
しく」,「白雪の消えなん命は今宵ぞ。いたはじや」
と恋慕の情にさいなまれる。結局, この迷いが隙
を生み,報復劇は未遂に終わるのである。
『葵上』は F源氏物語』を典拠とし,高貴な女
性の嫉妬を表現する謡曲である :光源氏の正室で
ある葵上が,物の怪に悩まされるので,照日の神
子にその本性をのりうつらせてみると,六条御息
所が現れた。御息所は源氏の愛を失った恨みを述
べ,葵上を連れ去ろうとする。そこで葵上の実家
の左大臣邸では,横川小聖を招請 して加持させる
と,御息所の生霊は鬼となって出現 し,葵上を取
り殺そうとしたが,ノj聖ヽに祈 られて心を和 らげ成
仏 した。
六条御息所は十六歳のとき前東宮の妃になった
が,二十歳のとき東宮に先立たれ,三十歳のとき
光源氏と契りを結んだ。 しかし源氏の愛がおとろ
えたのにくわえ,賀茂祭の日に物見車をたてる場
所をめぐって正室葵上の下人に侮辱されたので,
怨みがつのる。そして六条御息所の嫉妬が凝って
生 じた生霊が葵上をとり殺そうとして出現すると
ころまでは 『源氏物語』と謡曲はほぼ同じである。
F源氏物語』の結末との違いは,御息所の生霊が
横川小聖に祈 り伏せられて成仏得脱の身となり,
ハッピーエンドが用意されているところである。
『道成寺』は,僧鎮源の 『日本法華験記』(1040
年)か ら出て,今昔物語集などに伝えられる伝説
にもとづいている。この曲は,いわゆる 「道成寺
物」として近世文芸に大きな影響を与え,舞台芸
説話 の精神病理学
術としては江戸時代にこの謡曲を脚色 した 「京鹿
子娘道成寺」が作 られた。一般にはこちらのほう
がよく知 られてれているようである :道成寺で鐘
の再興の供養が行われたとき,女人禁制にもかか
わらず白拍子が舞を舞いながら鐘楼に昇り,隙を
みて鐘を下ろし,その中に入ってしまった。寺僧
によれば,昔奥州の山伏が熊野詣の際,まなごの
荘司の宅に宿泊 したところ,荘司の冗談を真に受
けた娘が,山伏に婿になるように迫った。驚いた
山伏が道成寺に逃げて来て,鐘の中に隠してもらっ
たが,娘は追って来て, 日高川を蛇体となって渡
り,寺へ泳ぎついて,鐘を取り巻き, これを焼き
とかしてしまった。今の自拍子は恐 らくその執心
であろう, と。そこで,寺僧達が必死で祈ると,
鐘は再び棟木に上がり,女は蛇体となって現れ出
て, 日高川に飛び入った。
『今昔物語集』巻第十四第二 「紀伊国の道成寺
の僧,法花 (法華経)を写 して蛇を救うこと」の
大要は,「若い僧に約束をやぶられて悶死 した寡
婦が,大蛇に化 して僧を追いかけた。僧は道成寺
に逃げこんで鐘の中に隠れたが,大蛇は鐘にまき
ついて僧を焼き殺 した。その後, この寺の老僧の
夢に先の僧と寡婦が夫婦の大蛇二匹となって現れ,
法華経を書写 して後生を供養 してほしいと頼む。
老僧が願いをかなえると,大蛇は成仏 し浄土に転
生 した」, というものである。法華経の霊験を説
いたうえで,話をハッピーエンドにしているのは,
従来の 「道成寺物」説話に共通の特徴である。と
ころが,謡曲 『道成寺』の女主人公のほうは,大
蛇となって鐘の中に隠れた僧を情炎で焼き殺 し,
鐘を湯のように溶かしても,まだあきたらずに,
鐘の再興の供養の場に自拍子姿でふたたび現れる。
しかも寺僧たちは,またしても執心の大蛇を成仏
させることに失敗 した。
女性の恋情の激 しさ,恐ろしさを主題とする代
表的な謡曲の トリオを紹介 したが, これらの鬼女
が示す執心の有り様には微妙な温度差がみられる。
『道成寺』のばあい,主人公の執念は僧侶たち
の祈りを二度 も退け,蛇体のまま川に飛びこむほ
どの第一等の強さをアピールする。『葵上』の六
条御息所は一念が凝って自力で鬼になり,産褥の
床に臥せる葵上を取り殺そうと迫るが,横川小聖
に阻まれる。一番弱いのは 『鉄輪』の妻女で,自
力ではいかんともしがたく貴船明神の力を借りて
ようやく鬼になり,夫を攻撃するものの,上述の
ように未練たっぷりで本気で夫を殺害 したくはな
いようである。いずれにしても,一般に執心を描
く謡曲は仏縁などで救われてあっさりと終わるも
のが多いが,上掲の三曲はみな恨みを深 く残 した
まま終局となる。
このような鬼女の怨念の強さは主人公のつける
能面によっても表現されている。能面が 「橋姫」,
「生成」,「般若」と移行するにつれて,人間から
だんだん遠ざかり,反対に妖怪の雰囲気を濃厚に
ただよわせてくる。そして 「蛇」にいたって完全
な妖怪が完成されることになる。現在では演能に
際 して,後 シテが,『道成寺』では 「蛇」か 「般
若」,『葵上』では 「般若」,『鉄輪』では 「橋姫」
か 「生成」の面をつける。この演目と能面の関係
については,すでに桃山期に成った 『八帖本花伝
書』五巻に下のような記事がある。
道成寺,本成 (ほんなり)の蛇面。
鉄輪,生成 (なまなり)しかるべく候。
葵の上,中成 (ちゅうなり)の蛇面,
もっともにて候。
この記事を解説すると,『道成寺』の後 シテは
「本成の蛇面」をつけ,同様に 『鉄輪』は 「生成
の (蛇)面」,『葵上』は 「中成の蛇面」をつける
べきだというのである。そのばあい,「成る」は
「蛇に成る」ことの意であるから,「本成」は 「本
当の蛇に成った面」,「中成」は 「中程は蛇に成っ
た面」,「生成」は 「少 し蛇に成りかけた面」とい
うことになる。 したがって,役者がつける能面に
よって表現される女性の嫉妬 ・怨恨の強さも 『道
成寺』『葵上』『鉄輪』の順というわけである。
なお,同様の観点から野上(1943)は,「<蛇>
から<般若>への推移は,超自然物から人間への
復帰である。前頭部の二本の角や金の目や口唇部
の二対の牙などは,まだその形を保存 しているが,
全体的に怪異の印象が減少 して,反対に,女性的
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柔軟がより多 くその工作を支配するようになって
いる。」 と評 している30)。そ して, <般若 >が
<中成 り,つまり,中程は蛇になった面 >と同一
の ものを指す ことに注 目し,「般若 (はんにゃ)
は半蛇 (はんじゃ)の訛りではないか」と推論じ
ている。人から鬼へ, さらに蛇への変身の段階を
踏まえた,ユニークな提案というよう。
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